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現代アメリカの大学の性的暴行―現状報告―

鵜　浦　　　裕 *

［要旨］現代アメリカの高等教育にはたくさん問題がある。授業料の高騰、学生ローン、学力

不足、オンライン化、リベラル・アーツの破綻、教員のモラル、アファーマティブ・アクショ

ン [WP: Feb 5, 15, Svrluga, Susan] など。

　本論は、性的暴行の問題（実態と対応）をとりあげ、その救いがたい現状とようやく途に

就いた改革を報告するにとどまる。いうまでもなく性的暴行は、軍隊、刑務所、不法移民拘

留センター、スポーツ組織、宗教組織など、その他の組織にも広がっている。いずれにおい

ても、組織によるもみ消しと犠牲者の泣き寝入りがみられる。性的暴行はいわば「公然の秘密」

であるといってよい。

　弱者の権利や保護をなおざりしてきたことは遺憾であるが、この問題がアメリカ社会全体

に蔓延していることを考えるとき、大学の果たす先駆的役割は大きい。その意味で今後の対

応が注目される。

　性的暴行をはじめとして大学問題への関心は、いずれも、自分の職業への関心に基づく。

国際交流において学生に薦める留学先としてアメリカを含めているため、教育上、同国のキャ

ンパスライフについて情報提供の義務がある。大学や教員は社会に対してまた学生に対して

アカンタブル [NYT: Feb 19, 15, Cowan, Joh and Jim Kessler] であってほしいと思っている。

一 . はじめに―問題の見方、資料など

本論でとりあげるものをはじめ、イシューについては、アメリカ政治の視点からみる。「講

義の全体像」（次項）を使い、具体的に説明すると、以下の通りである。

第一にイシューを、社会、経済、文化の3つのカテゴリーにわける。いずれのイシューにも、

社会的、経済的、文化的側面があるので、このカテゴリー化は便宜的である。

第二に、各イシューをみるさい、憲法、自由、平等、メディア、団体、選挙、議会、大統領、

行政、連邦裁判所、そして連邦制（州レベル）など、アメリカ統治システムを構成する重要な

項目を視点とする。

第三に、各カテゴリーのイシューについて、特徴的なパターンを調べる。そのうえで、さま

ざまなイシューの理解を通して、アメリカ政治の理解を深める。

ちなみに、姉妹校のリソースを利用した「フィールドワーク」により、イシューを実体験す
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る機会を学生に提供している。

資料は以下のとおりである。若干のモノグラフ、政府刊行物、各種団体の報告書、世論調査、

そしてオンライン版の新聞（『ザ・ワシントン・ポスト』、『ザ・ニューヨーク・タイムズ』、『ザ・

ウォール・ストリート・ジャーナル』）などであるが、詳しくは参考文献をみていただきたい。

最大の情報源は『ザ・ワシントン・ポスト』である。引用、参考ともに、多用した。ピュー

リッツァ賞の受賞も多い。しかし2013年、同紙はアマゾンのCEOジェフ・ベイゾフ個人に買

収されている。課金後のことであるが、これからさらに、どのような変化があるのか、気にな

るところである。
3紙とも、報道だけでなく、地図や統計など、グラフィックなプレゼンも多く、わかりやすい。

その多くを大学の講義で利用させてもらっているが、本論でも一部を使っている。

世論調査としては主に、『ギャラップ』のオンライン版を利用した。確かに日常でも味見や

血液検査のさい似たようなことをしているが、たとえ、無作為抽出を仮定したとしても、所詮、

スナップショットとしての限界があることを断っておきたい。
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二 . 現状

現状について、まず、近年の統計を紹介する。アメリカ大学協会は2015年4月1日から5月
1日にかけて、27大学、15万人の現役学生にたいし、キャンパス内の「性的暴行（sexual as-

sault and misconduct）について、オンライン上で調査した。結果の一部を、下記のグラフで示

しておく[AAU, Sept 21, 15]。

グラフの通り、学女子学生の平均をみると、23%がなんらかの「性的暴行」を受けている（ち

なみにいわゆるレイプについては、数%である）。

大学別の調査結果も公表されている。

回答率は極めて低く（19%）、調査法に問題がないとはいえない。

類似の調査として、ほかにも、「ワシントン・ポスト-カイザー・ファミリー財団による調査

[WP: Jun 12, 15, Staff]がある。2015年1月15日から3月29日にかけて、現在および最近学生だっ

た、1053人にたいして、キャンパス内の「性的暴行」について、電話で調査した、この調査

の結果は、アメリカ大学協会のものとほとんど同じであり、現状を示す数字として、両者の結

果を概ね受け入れてよい。

いずれについても、「性的暴行」の定義は広く、たとえばアメリカ大学協会の場合「同意の

ない性的接触」（experienced nonconsensual sexual contact since entering school）となっている [WP: 
Jun 16, 15, Clement, Scott]。

もともと「キャンパス安全法」（通称クラリー法1990、連邦法）が各大学にこの種の調査と

公表を義務づけている。しかし近年、これらの調査報告や各大学による調査報告が頻繁に公表
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される背景には、社会における関心の高まり、また「女性に対する暴力防止法」（2013、連邦法）

に基づく、連邦政府や州政府の取り締まり強化の動きもある。

次にいくつかの大学の具体例をとりあげる。

たとえばバージニア大学の「事例」について、雑誌『ローリング・ストーン』（2012.11）が報道し、

全国的に注目された。のちに、構内の社交クラブのハウスの2階で起きた集団レイプにかんす

る、犠牲者の告白は捏造だったと判断され、現在、名誉棄損の訴訟が起こっている[WP: Apr 5, 
15, Farhi, Paul and T. Rees Shapiro]。しかし先のアメリカ大学協会の統計でみる限り、同大学の

学部女子学生の24%が「性的暴行」を受けた報告している。

バンダ―ビルと大学の女子学生が寮で意識不明のうちにレイプされた事件で、2名のアメリ

カン・ラグビーの選手が、2015年1月、有罪判決を受けている。彼らはレイプシーンの一部を

写真に撮り携帯電話で送っていたこともあり、反論の余地がなかった[NYT: Jan 27, 15, AP]。

またウェスト・ポイントなど、軍の大学でも、「性的暴行」の被害が著しい。もともと女性

の入学や入隊は1976年からであり、当時は「教育における性差別の禁止」法（いわゆるTitle 
IX、1972）がまだ制定されておらず、訴えは学内で処理されてきた。加えて、制度的な女性蔑

視もあり、訴えそのものをとりあげない文化があるという[NYT: May 12, 15, Anderson, Ashley 
and Elizabeth Deutsch]。

ちなみに防衛省によると、2012年にはアメリカ軍のなかで「望まない性的接触」の訴えが
18,900件（その内、10,400件が男性、8500件が女性）あり、女性の件数は女性兵士の8%にあ

たるという。しかも訴えの62%に対して「報復」があったとも報告されている[Dept of De-

fense, Feb 2015]。もともと大学への調査は、軍への調査がきっかとなっている。

さて大学キャンパスにおける「性的暴行」の増加を説明する背景的な要因としては、次のも

のがあげられる。

第一に、寮の規制緩和である。周知のように、アメリカの大学は入寮を義務づける特徴をも

つ。70年代までは、寮は男女別の建物であり、入館についても厳しいルールがあった。しか

しそれ以降、実態に押されるかのように、部屋のみを別とする寮が主流となっている[WP: Jan 
28, 15, Dvorak, Petula]。

第二に、フラタニティやソロリティなど、ギリシア文字の名前の社交クラブが、所有するハ

ウスを中心に、パーティなど、活動が活発化している。とくに先輩による新入生へのイニシエ

イションなどで、飲酒をふくめ、行動を強制するカルチャーが目立つようになっている[WP: 
Apr 29, 15, Shapiro, T. Rees]。ちなみに、社交クラブ主催のパーティについては、『アニマル・

ハウス』（1978）や『ネイバーズ』（2014）などの映画が参考になる。

ちなみにフラタニティとソロリティ: 大学など、アメリカの高等教育の学生のための社交ク

ラブは、男子学生のためのものはフラタニティといい、女子学生のためのものはソロリティ

という[WP: Mar 10, 15, Svrluga, Susan and Nick Anderson]。性的暴行はこうした団体が所有する

ビルの中で起こっている。現在でも、加入条件として、黒人の入会を拒否しているところが
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多く、人種差別の温床となっているという批判もある[NYT: Mar 11, 15, Fernandez, Manny and 
Erik Eckholm]。

第三に、女子学生の割合の増加に伴い、気軽に性的関係をもつ、いわゆるフックアップ・カ

ルチャーが浸透している[NCES: July 2014; NYT: Mar 26, 14, Anderson, Nick]。大学だけでなく、

この文化はオンライン・デイティングの人気など、世間一般に広がっている[WP: Oct 2, 15, 
Rudder, Christian]。

そして最後に、飲酒である。統計によると、大学の飲酒による事故はきわめて多い。年間で

みると、1800人が亡くなり、60万人が負傷している。学習への悪影響さらに大きい[WSJ: Jan 
29, 15, Belkin, Douglas]。また「デイト・ドラッグ」として使われる場合もあり、学生がまた飲

酒により意識がないうちに性的関係を持たされる被害者は年間10万人を超えるという[Hing-

son: Jul 09; NIAAA: Apr 15]。

三 . 政府の対応

連邦議会をみておく。関連する連邦法として、連邦議会はこれまで、公民権法（1964）の
Title IXとして「教育における性差別の禁止」法（1972）、「キャンパス安全法」（Clery Act、
1990）がある。これらにより、少なくとも連邦の補助金を得ている大学は、女性に対する性的

暴行をふくめ、キャンパス内の暴力事件を教育省に報告し、また公表しなければならないこ

とになっている。また近年、連邦議会は「女性に対する暴力防止法」（Violence Against Women 
Act、2013）を制定している。

しかしAAUWの報告によると、91％の大学が、2014-15年度にレイプの届はなかったと教育

省に報告したという。「実態に反する」とAAUWはコメントしている[WP: Jan 14, 16, Kueppers, 
Courtney]。

2015年、オバマ政権による対策委員会の設置や教育省による調査の結果を受けて、連邦議

会では上下両院で、性的暴行の自主的な調査とその結果の公表をすべての大学に義務づける法

案が超党派で提案されたが、いずれの院でも廃案となっている[WP: Jul 29, 15, Svrluga, Susan; 
NYT: Jul 30, 14, Steinhauer, Jennifer]。また2015年4月、各大学に、独立した「タイトル IXコーディ

ネーター」の設置し性的暴行の訴えに対応することを義務づけている[DE: Apr 24, 15]。加えて、
2015年7月、上院では “No Child Left Behind”法の改定のさいに、高校に性的関係についての

教育を義務づける項目を含めるなどの動きもあった[WP: Jul 19, 15, Brown, Emma]。

連邦行政をみておく。オバマ政権は性的暴行の問題への対応に力を入れている。2014年1月、

性的暴行対策をペンタゴンに命じたのち、閣僚や上級顧問を招集し、大学対策のための特別委

員会を設けている[NYT: Jan 22, 14, Calmes, Jackie]。また同政権の教育省（の公民権課）はまず、

報告義務の違反の恐れのある大学を調査した。4年間かけて調査したとろ、139大学で163件の

訴えが未対応のままであることが判明した。2015年9月、同課はその結果を各大学に通達して
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いる。なかでも、バージニア大学は2008年から2012年にかけて、50件の訴えのうち、レイプ

や集団レイプなど21件をとりあげていなかったという。

州政府の対応について、いくつかの具体例をあげておく。カリフォルニア州では、2014年9

月、州議会がキャンパスで横行する性的暴行への対策として、Affirmative Consent（“yes means 
yes”）法を可決し、ブラウン知事が署名している。同法は性的関係をもつさい、学行動ごとに

相手の同意を確認することを、学生に義務づけている。言葉だけでなく、うなづき、近寄りな

ど、明確な意志を示す動作も「イエス」に含まれる。しかし沈黙、無抵抗は同意とみなされな

い。また薬物、酩酊、無意識（熟睡など）なども、同意とはみなされない。

同州はこの州法を、性教育の時間で、高校でも周知徹底することした[NYT: Oct 14, 15, Me-

dina, Jennifer]。高校でも性的暴行事件は起きている[WSJ: Mar 13, 15, Phillips, Erica E.; NYT: 
Aug 18, 15, Bidgood, Jess and Motoko Rich]。

同様の法案はメリーランド、ミシガン、テキサス、ユタなど、他州でも検討された。バージ

ニア州やニューヨーク州では、性的暴行の訴えについて、学外の法執行機関への報告具を義務

づける法案が検討された。しかしこうした州議会の対応には、拙速の感がある。とくに犠牲

者に当局への報告を義務づける法案は、犠牲者への配慮に欠けるといわざるをえない[WP: Jan 
26, 15, Editorial Board]。

確かにカリフォルニアをはじめとする、これらの州法はいわゆるグレー・ゾーンに明確な境

界線を引く試みとして注目すべきである。しかし性的関係は、当事者間のその後の関係の成り

行きによって、大きく左右される場合が多い。したがって学内で問題とするさい、「被告」に

不当な負担をおしつけるという懸念がある。また学内で「有罪」とされた「被告」は、刑事裁

判では無罪となることも予想される。一般的に、刑事における性的暴行の定義には、（暴）力

とその脅しという要素が含まれているからである。さらに、問題を扱うさいの学内の人材につ

いても、調査や判断の能力や経験について、懸念する声もある。

じっさい、「被告」が刑事裁判で巻き返した例もある[NYT: Oct 14, 15, Medina, Jennifer]。

四 . 大学の対応

大学による改革の動きは以下の通りである。第一に、強い酒やそれらの混合を禁止するなど、

性的暴行が起きるきっかけとなっている飲酒の規制を強化している。

第二に、社交クラブ、そのハウス、そして寮の規律を強化している。たとえば、パーティや

飲酒のさい、「しらふ」、「正気」の学生の監視（bystander Intervention）を義務づける。ゲスト・

リストの作成を義務づける。そして違反の場合、活動の一時停止など、罰則を設ける。ほかに

も、ペン・ステイトでは、女子学生に「二階に上がってはいけない」という指導をしている[WP: 
Mar 24, 15, Paquette, Danielle]。

第三に、相手からの合意のとりつけなど、性行動における手続きを義務づける。



現代アメリカの大学の性的暴行 ―現状報告―（鵜浦　裕）

− 85−

第四に、性教育科目、学内のオンラインビデオ、民間サイトの利用（たとえばEVERFI）な

ど、予防策を強化する。新入生に性教育科目を提供する大学もある[WP: Sept 22, 15, Shapiro, T. 
Rees]。またジョージ・ワシントン大学のように、red, green and yellow light cuesのゲームを主

催するところもある[WP: Oct 5, 15, Stein, Perry]。しかし「予防プログラム」の成果はあがって

いないというデータもある[NYT: Jun 10, 15, Hoffman, Jan]。

第五に、キャンパス内に派出所を増設し、危険な場所や時間帯におけるエスコート・サー

ビスの提供など、監視を強化する。またホットラインを新設する大学もある[WP: Jun 17, 15, 
Svriuga, Susan]。ちなみに護身用に銃の携行をすすめる大学もある[NYT: Feb 18, 15]。

そして最後に、訴えの却下、自主退学など、加害者に対するこれまでの甘すぎる処罰を再検

討する。確かに加害者の単なる追放では解決できない問題である[WP: Oct 4, 15, Mitchell, Cleta 
and Trent Lott]。しかし成績証明書に記録するという対応などについて、行き過ぎを指摘する

教員グループもある[NYT: Sept 10, 15, Bazelon, Emily]。あるいはまちがって追及され、自分の

主張ができず、レイピストの汚名を着せられた学生への対応も必要である[WP: Jul 20, 15, Svr-

luga, Susan]。

いずれにせよこうした改革を進めるだけでなく、ミシガン大学、プリンストン大学、スタン

フォード大学など一流校や、とくに教育省から注意を受けた大学は、性的暴行の調査結果を公

表するだけでなく、その実態や改善策を教育省に報告している。

五 . おわりに

アメリカは、性的暴行が蔓延している（ことが、少なくとも報道されている）社会である。

軍や学校のほかにも、刑務所で毎年8万人の犠牲者がいるという[DJ: Mar 2013]。少年院[WSJ: 
Jan 1, 14, Elinson, Zusha; 映画『スリーパーズ』（1996）]、不法移民拘留エンター[NYT: Feb 6, 
15, Preston, Julia]、精神病院、介護施設、少年少女のためのスポーツクラブ、そして教会など、

いたるところで起きている。

いくつかエピソードをあげておこう。

大統領も例外ではない。2016年の大統領予備選挙の候補者ヒラリー・クリントンも対応を公

約とした[NYT: Sept 14, 15 ,Haberman, Maggie]。しかし有罪判決はないものの、夫のビル・クリン

トン元大統領を性的暴行で訴えている女性が複数いる。かなり以前のことであるが、先の公約

と同時に夫のビルを選挙運動に動員したことで、ヒラリーの選挙運動はダメージを受けた。

また2015年の後半から、コメディアン、ビル・コスビーをシリアル・レイピストとして訴

える女性がカミング・アウトし始め、世間を騒がせている。しかも被害者を名乗る女性だけで

およそ40人を超えている。多くはかなり以前のものであるので、いわゆる時効が成立してい

る場合が多い。しかしフィラデルフィアのケースが刑事訴訟として進められている。芸能界活

動だけでなく、大学教育にも貢献し各地の大学の卒業式に招かれる人物だった。しかし大学教
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育とかかわる機会を利用し、性的暴行に及ん

でいたことはまさに皮肉である[NYT: Oct 6, 
15, Ember, Sydney and Colin Moynihan]。

このように性的暴行はアメリカの風土病

の一つだと言ってもよい。正確な全国統計

はないが、一説に、レイプの犠牲者は5人に
1 人、2200万人にのぼるという。その年齢に

よる内訳は左のグラフのとおりである[WH: 
Jan 2014]。各地の警察には検証されないレイ

プ・キットが、推定で10万件ほど棚上げさ

れている。確かに2015年の支出案で、連邦

議会がそれへの対応として4100万ドルを計

上しているが、効果は出ていない。結果とし

て、犯人が野放しにされている[WP: Jun 16, 
14, Hsu, Specer S.; Jul 7, 15, Editorial Board]。

また一般に証明の負担が課されるため、裁判は被害者にとって難しくつらいものとなり、こ

のことが加害者をのさばらせる原因ともなっている。力の行使をレイプの必要条件として定義

するかぎり、この傾向は変わらないという意見もある[NYT: Aug 26, 15, Bazelon, Emily]。

また性的暴行のきっかけとなる飲酒についても、事態は深刻である。報告によると、年間の

志望者は2,200人、一日に換算すると6人、とくに中年男性（44～54歳）や白人の割合が高い

という[CDC: Jan 6, 15]。

飲酒以外も、現在のアメリカには人種差別や薬物など、いろいろな問題があり、キャンパス

をふくめて、安全な場所とはいえない。たとえばウェスレイアン大学では、2015年2月、薬物

過剰摂取で10人以上の学生が救急車で搬送される事件が起きている[NYT: Feb 23, 15, Hussey, 
Kristin and Tatiana Schlossberg; Mar 16, 15, Scholssberg, Tatiana]。

確かに社会全般のこうした深刻な状況のなかで、今回、大学が性的暴行の蔓延に対して改革

を開始したといえる。しかし改革の最も重要な柱となる、キャンパス・セックスについて、ス

テップごとに相手の同意を得るというルールを決め、それを遵守させるために、講習を実施す

るという方針は、何を意味しているのだろうか[NYT: Jun 27, 15, Shulevitz, Judith]。そもそもプ

ライバシーがもっとも尊重されるべき領域に、行政が踏むこむことになるのだろうか。学生は

ほんとうに確認しあうのだろうか。その点は疑わしい[NYT: Jul 28, 15, Keenan, Sandy]。

しかしキャンパスの性的暴行の問題については、明るい兆しもある。とくに訴訟の分野にお

いて、被害者に不利な流れを変えた人たちがいる。コロラド州ボウルダーの二人の弁護士であ

る。その一人、ジョン・クルン（John Clune）は、もと地元検察官で、“Cobe Bryant Case”（2003年、

和解）の原告を弁護したあと、ボウルダーへ移った（2007）弁護士である。もう一人、ベイン・カー
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（Baine Kerr）はもともと医療過誤専門の弁護士だった。彼らは数年前から、性犯罪犠牲者を支

援する諸団体と連携しながら、被害者を支援している[WP: Jul 9, 15, Hobson, Will]。

彼らの訴訟戦略は、加害者を訴えるのではない。連邦議会が公民権法（1964）のTitle IXと

して定めた「教育における性差別の禁止」法（1972）、「キャンパス安全法」（Clery Act、1990）

に基づいて、被害者への対応を怠る大学当局を訴えることで、被害者救済の道を開いたのであ

る。とくに将来プロスポーツの花形選手になりそうな大学生アスリート（や入学予定の高校生

エリート）による事件を扱うため、脅迫も多いという。

いうまでもなく大学の使命は、社会改革を模索し、その成果を社会に還元していくことにあ

る。決して社会悪の温床であってはならならい。『犯罪白書』によれば、日本にも毎年1,000件

を超える強姦の報告がある[法務省: 2014.11]。その中にはキャンパスで起きたものもあるだろ

う。早稲田大学の「SuperFree集団レイプ事件」もあった。性的暴行の問題に対するアメリカ

の対応に期待している。
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